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� はじめに
近年では，誰しもが直観的かつ効率的に扱えるようなイ

ンタフェースの研究開発が広まり，特にマイクやカメラな
どの複数の媒体を取り入れたマルチモーダルインタフェー
スの開発に関する研究は盛んに行われている．マイクを用
いた音声インタフェースでは，より高精度の音声認識が要
求され，一般に音声認識は認識器の語彙が少ないほど高精
度で行うことができる．ここで，認識器を分割してさらに
小語彙な複数の認識器を作り，選択的に利用することで認
識精度の向上を図る手法が考えられる．このとき，認識器
に階層構造をもたせることで，発話の流れに応じてアクティ
ブな認識器を切り替えて，語彙数の削減を図る．
本研究では，�つの語彙辞書に基づく認識器による音声

理解と，それを分割して階層化させた複数の認識器を用い
た音声理解において，その成功率を比較する実験を行い，
その手法の効果を検証する．

� 提案手法の適用
提案手法をファイル操作，編集，検索機能を有する写真

管理アプリケーション ���の音声入力部に適用する．このア
プリケーションの認識器の語彙としては約 ��種類の命令，
値として最大 �桁の単位付き数値や日付，検索用の ���種
のタグなどが存在する．従来では認識器はこの一つである
が，新たに認識器を音声入力手順に踏まえて分割し，図 �
の階層構造で音声入力時にアクティブな認識器を切り替え
るようにする．この結果，複数の認識器を用いるので複数
の音声認識結果が得られる．このとき，音素を判別材料と
してアクティブな認識器の中から正解と思しき認識結果を
持つ認識器を判別し，最終結果を得る ���．この結果と入
力音声が等しければ，音声理解の成功とする．
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図 �	 提案手法における認識器の階層構造

� 比較実験

��� 収録データ
男性 �名と女性 �名の音声データを収録した．各被験者

の収録内容は，拡大や縮小などの語を含む命令の 
�発話
と，�倍などの語を含む値とパラメータの ��発話の各 

回分で，計 ���発話である．

��� 実験結果
収録データの音声理解精度を単一の認識器を用いた従来

手法と，複数の認識器を選択的に用いた提案手法で調べた．
これら �つの手法における被験者毎の音声理解精度のグラ
フを図 �に示す．図 �の結果では提案手法の理解精度が従
来手法を上回る傾向が見られ，その有効性が確認できた．
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図 �	 全収録データにおける音声理解精度

また，階層化によって認識器の管理面で利便性が高まり，
別の階層ならば語彙の音素が同じでも判別可能なので，よ
りユニークな辞書登録が可能になるという利点が提案手法
にはあった．ただし，階層化によって手順を踏んだ発話を
行うため，適用させるシステムによっては発話の柔軟性が
失われる欠点もあると考えられる．

� 考察
収録データの発話毎に音声理解精度を分析した．その結

果，命令の発話群において理解精度の変動がほとんど見ら
れなかったのに対し，値とパラメータの発話群においては
以下の図 �のように著しい結果が見られた．
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図 �	 値とパラメータの発話群における音声理解精度

このような結果が得られた理由は，値とパラメータの発
話群の階層では並列に動作する認識器が少なかったため誤
判別がほとんど無く，階層化の語彙数の削減による誤認識
の低減効果を直接的に受けられたからであると考えられる．
従って，階層構造の中で並列する認識器が多くなるような
階層に対して調整を加えることで，より高い効果が期待で
きると考えられる．

� おわりに
本研究では，音声理解において認識器を分割し，階層化

して利用する手法の有効性を比較実験を行って検証した．
その結果，提案手法は音声理解精度の向上に繋がることが
確認できた．
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